＜2002年７月　生協労連第347回中央執行委員会＞

「正規」・パート一体となった組織運営への「機構改革」

～生協労連の組織と財政の実状からの「改革」に着手する～

　2002年２月に開催した第341回中央執行委員会は、2000年度の組織財政委員会の「中央執行委員会の改革について」という答申を受けての論議を積み重ねて、「『正規』・パート一体となった組織運営への『機構改革』（案）」の2002年度からの実施を提起しました。その後、６月に開催した第346回中央執行委員会で再論議し、第70回中央委員会への報告と論議を経て、７月に開催した第347回中央執行委員会で、来年度からの実施を確認しました。全国的な討議と合意･納得が保障しきれたかという点では、不十分な点もあり反省していますが、生協労連の組織と財政の実情から実施するという判断をしました。以下、２月に提起した文書を土台として、７月の中央執行委員会で加筆･訂正し、確認しましたのでよろしくお願いします。
１．生協労連の「改革」方向と緊急に求められる「機構改革」
　中央執行委員会は、生協労連組織の実状に見合った組織と財政の大胆な改革が必要であるということから、「生協労連の組織と運営、機能と財政についての中期的検討」を、2000年度の組織財政委員会に付託しました。組織財政委員会は、付託にそって検討をすすめ、中期的な課題については、２１世紀委員会の最終答申を受けてからの検討としており、「中央執行委員会の改革について」という答申をまとめました。その答申を受けて中央執行委員会は、2002年度から改革を実施する方向で、2001年度中での検討を確認し、大会方針では、「新年度早々から討議・検討をスタート」することを明記しています。

2000年度組織財政委員会の答申は、目的として、①中央執行委員会の政策立案能力の強化、②パート労組員数増加に見合った中執人数配分、③会議数を削減し、パート役員の負担を軽減する、④会議経費の削減、をあげています。その点を踏まえて、以下、生協労連の「改革」方向と緊急求められている「機構改革」についてすすめることとします。

（1） 生協労連の「改革」が求められている

　バブル経済崩壊以降、経済と景気の立て直しと称して、日本の大企業は、「規制緩和」と「リストラ」を推進しています。労働力の柔軟化、流動化政策に対応させるため、財界の意を受けた自民党政府は、次々と労働法制の改悪を推しすすめました。そしていま、さらに景気後退が深刻化するもとで、大企業は、労働者の解雇と賃下げ、安い労働力への移行を激しくすすめています。

　景気後退は生協経営にも深刻な陰を落とし、1999年に日本生協連は、生協経営の「構造改革」の必要性と緊急性を全国の経営理事会に発信します。そしてこの２年間は、生協経営の「構造改革」の進行と合わせ、「総額人件費の削減」が、どこの生協でも叫ばれはじめ、実施されてきています。「総額人件費の削減」は、「正規」・パートのみならず、アルバイト・委託・派遣労働者まで含めた労働力編成の変更を推しすすめるもので、事業所の統廃合をともなってすすめられています。当然、人事諸制度の提案も「正規」だけでなく、パート・アルバイトにも適用させるものとしてすすめられはじめています。

　これらの事態の進行は、生協の労働組合の組織と運営、労使関係に大きな変化をもたらしはじめています。「正規」の減少だけにとどまらず、パート労働者が減少するという段階になっていますし、雇用と労働条件をめぐってするどい利害対立が労使関係で発生しはじめています。また、生協経営の「構造改革」と人事制度の「構造改革」は、「正規」・パートのみではなく、アルバイトや関連・委託・派遣労働者を含めたトータルの労働編成改革としてすすめられはじめています。組織財政委員会の答申は、この状況に対応するために、政策力量のアップと組織・財政の実状に見合う「機構改革」を迫っています。抜本的な「改革」は中長期の課題となりますが、「パート労組員数増加に見合った中執人数配分」、「会議数を削減し、パート役員の負担を軽減する」、「会議経費の削減」は、緊急に「改革」に着手することを求められています。

（2） 緊急に求められる「機構改革」

①「正規」・パート一体の運営に

　以下の表で明らかなように、生協労連の組織人数は、1993年にパート労組員が「正規」労組員を上回り、2001年度当初では、パートと「正規」の比率は、ほぼ６：４となっています。地連別では、東京と関西を除く６つの地連でパートが多数になっています。また単組別では、生協労連加盟単組177のうち、「正規」・パート統一労組82、「正規」単独組合74、パート単独組合21という到達点となっています。

1990年から生協労連に結集する労働者は23,968人増え、そのうちパート労働者は21,796人を

占めます（「正規」は2,172人）。この間の拡大組織数は47組織にのぼり、大学生協の組織化、パート組織、関連労働者組織がその大半を占めています。このように、パート労働者の結集によって、組織の前進をつくりあげています。

　生協労連では、1982年の生協パ懇結成以来、パート部会の活動を凍結していましたが、パート労組員が「正規」労組員の組織人数を上回った1993年にパート部会準備会を結成し、
1995年にパート部会を再開しました。これは、全国のパート労働者が生協パ懇を軸にし
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た運動に結集して、パート労働者の社会的経済的地位向上の運動を大きく広げ、その前進のもとで産業別組織である生協労連の場で、パート労働運動の展開を要求するようになったからに他なりません。以来、生協労連中央執行委員会に、パート部会からの中執２人が参加しながら、パート部会幹事会をすすめてきました。パート部会再開以来、生協のみならず生協関連・同一産業・地域で働くパート労働者の地位向上をめざす運動を大きく前進させています。2000年秋には、全労連パート・臨時労働組合連絡会が発足し、2001年春闘は、労働界あげてパート春闘が取り組まれました。生協労連パート部会と生協パ懇のこの間の運動が、このような運動の前進と情勢の変化をつくりだした主体的な力となっています。

以上の組織状況と労働組合に突き付けられている課題は、「正規」の問題は「正規」で、パートの問題はパートで、というたたかい方では限界が来ていることを示しています。また単組で見た場合、「正規」・パート別単組以外では、方針の決定と執行段階で、「正規」・パートの労組員組織人数を反映した運営となっているかと言えば、充分に行われているところが少なくないのが現状です。それは、単組だけでなく、中央組織・地連の運営も例外ではありません。中央組織・地連・単組段階で、中央執行委員会・中央委員会・大会の各級段階で、正規」・パートの労組員組織人数を反映した運営が求められます。

②パート役員の負担の軽減に

中央組織・地連・単組（「正規」・パート別労組は別として）でも、中央執行委員会があり、パート部会幹事会（執行委員会など）があります。中央執行委員会に参加するパートは、絶えず二重の負担をかける構造となっており、中央・地連・単組の各段階で負担を強いられています。パート部会幹事からは、その点の改善が急務な課題として求められています。

　生協労連のパート部会幹事会は、パート独自の取り組みの意思統一をはかる場だけでなく、中央執行委員会の補完的役割をも担っているというのが実態です。生協労連の取り組みは、パート労働者の結集によって、その前進と到達点をつくりあげているといっても過言ではないからです。そのため、生協労連全体の取り組みの具体化は、中央執行委員会とパート部会幹事会で意思統一されすすめられます。この二重構造を改善することは、パート部会幹事からの中央執行委員会への参加を容易にするだけでなく、財政支出の軽減にもつながります。

③財政支出の削減が必要
　生協労連の年度会費収入の推移は以下の表のとおりです（2001年度は予算）。1993年と1999年度に会費の引き上げを行いましたが、組織人数の減少から、2000年、2001年と２期連続して大きな落ち込みとなっています。
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　各地の生協ですすめられている「総額人件費」の削減攻撃は、「正規」・パートの減少、アルバイトと関連・委託労働者の増大という構造転換を促進しています。生協に雇用される「正規」・パート依存型では、生協労連と生協労働組合組織の減少は今後も続いていきます。この間の組織拡大の傾向もそうでしたし、今後はいっそうパート・アルバイト労働者、関連や委託で働く労働者の組織化が重点課題となります。しかしそれがすすめられたとしても、「正規」が減少し、非「正規」労働者が増大するわけですから、会費収入は減少し財政構造の厳しさはいっそう増すことになります。会費収入の減少に見合った財政支出の削減が必要になっています。

④政策立案能力の強化

目的の①中央執行委員会の政策立案能力の強化は、来年度から長中期計画づくりを本格化する必要がありますし、単組から求められている政策課題が多々あります。中央執行委員会のもとに、課題にもとづく委員会を編成し、政策立案能力の強化を果たしていくこととします。

２．具体的な改革提案

答申は中央執行委員会の改革に関してですが、以上のように、組織と機能の改革は、中央執行委員会の改革にとどまらず、大会・中央委員会、地連・府県連、部会組織の改革、当然単組の改革まで及びます。その点への考慮も含めて、答申を土台として、以下、改革提案とします。
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（１）生協労連中央執行委員会の改革

1 中央執行委員会の構成

　中央執行委員会の人数は、すでに公示されたように、現行２８人から３６人へと変更しました。公示された内訳は、中央執行委員長１人、副委員長２人、書記長１人、書記次長２人、中央執行委員３０人です。中央執行委員は、各地連推薦と各部会推薦を枠組みとしています。全体として、パートおよび「正規」を含めた女性の中執人数は、二桁に達する人数で想定しています（現行はパート２人で「正規」女性１人）。

中央執行委員会は、重点課題についての討議の時間を十分に保障することがもっとも重視することが大切です。運営の改善をすすめつつも、来年度は２日間の日程を確保するとともに、重要な議案（大会議案・春闘方針など）は、分散会での運営をすすめます。

② 拡大四役会議

次の中央執行委員会までのサイクルが２ヵ月程度に及ぶ場合は、間に「拡大四役会議」を設定し、各地連の取り組みについて情報交換しあう場とします。「拡大四役会議」は機関会議ではなく、あくまでも情報交換の場とし、地連から１人の参加については中央で負担することとします。地連からの参加者は固定的には考えず、その都度、地連が任意に選んでください。

③会議の開催と運営･準備の改善

　方針案の日程表（案）にあるとおり、中央執行委員会を年８回（現行は１３回）、拡大四役会議は年４回で計画化しています。

このように、中央執行委員会の開催を抜本的に変更し、より機能を高めるためには、①会議運営の改善、②事前資料配布など準備の改善、③情報の集約と配信の改善、④書記局機能の強化など、会議の内容をどうするかだけでなく、会議から会議までの間にやることを明確にし徹底することが求められます。

（２）パート部会幹事会
　中央執行委員会には、二桁の人数のパート中央執行委員が実現し、全ての地連から選出されることを想定しています。中央執行委員会で、パートに関する課題も意思統一することにしますから、パート部会独自での意思統一の場は、軽減できます。年間６回程度（2001年度で10回予定）の開催となるよう計画化します。

　

（３）地連・（府県連）・単組の「正規」・パート一体運営

　以上のように、生協労連は「正規」・パート一体を中心軸にした運営への改革をすすめます。この改革は、中央のみの改革ではなく、単組・（府県連）・地連の改革をともなわなくては、実のあるものになりません。中央だけの改革にとどまることなく、単組→（府県連）→地連まで含めての改革に、すべての機関で着手できるよう準備をすすめましょう。

　またこの間、各地連での努力によって、大会でのパート代議員の選出が増加しています。その努力をさらに一歩すすめて、「正規」・パートの労組員数構成に配慮した選出をすすめるようにしましょう。また、業態・男女・年齢への配慮も行い、大学・学校・女性・青年の代議員が選出できるような努力もすすめましょう。

（４）財政支出の減額シュミレーション

　中央執行委員会の開催回数を13回から８回に、拡大四役会議が新たに４回、パート部会幹事会が10回から６回程度となります。それによる財政支出のシュミレーションによる合計金額は、右のグラフようになります。今後、2002年度の予算案をつくるため、若干の増減がありますが、財政支出の総額は、2000年度実績と比較して、総額で532万円、24.09％の削減効果が得られます。

　以　上。

パート労働者が生協労連の多数派になった組織実態を反映し、「正規」・パート一体となった組織運営が求められる。








生協労連・地連・（府県連）・単組の大会代議員・（中央委員）・中央執行委員の構成を、「正規」・パートの組織人数比率に見合ったものにする｡





中央執行委員会とパート部会幹事会を掛け持ちするなど、パート役員の二重・三重の物理的負担を軽減する。





生協労連・地連・（府県連）・単組の中央執行委員会の構成を「正規」・パート一体のものにする。中央執行委員会とパート部会幹事会の開催回数を削減する。





生協労連の会費収入の減少に見合った財政支出の減額をすすめる。





総合的な財政支出の見直しをすすめつつ、中央執行委員会とパート部会幹事会の開催回数の削減で財政支出を減額する。
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Sheet2

				中央執行委員会・地連代表者会議・パート部会幹事会の会議開催について チュウオウシッコウイインカイチレンダイヒョウシャカイギブカイカンジカイカイギカイサイ

				月 ツキ		現　　　　行 ウツツギョウ								新提案 シンテイアン

						中央執行委員会 チュウオウシッコウイインカイ		主な議題 オモギダイ		主な行動・企画 オモコウドウキカク		パート部会幹事会 ブカイカンジカイ		中央執行委員会 チュウオウシッコウイインカイ		主な議題 オモギダイ		地連代表者会議 チレンダイヒョウシャカイギ		主な議題 オモギダイ		パート部会幹事会 ブカイカンジカイ

				10月 ツキ		①		新役員の分担・年度計画・秋年闘争補強 シンヤクインブンタンネンドケイカクシュウネントウソウホキョウ		各部会総会・商サ連中央行動 カクブカイソウカイショウレンチュウオウコウドウ		①		①		新役員の分担・年度計画・秋年闘争補強 シンヤクインブンタンネンドケイカクシュウネントウソウホキョウ		①		新役員の分担・年度計画・秋年闘争補強 シンヤクインブンタンネンドケイカクシュウネントウソウホキョウ		①

				11月 ツキ		②		秋年闘争論議・春闘骨格案論議 シュウネントウソウロンギシュントウコッカクアンロンギ		生協研・パート月間・パート中央行動 セイキョウケンゲッカンチュウオウコウドウ		②						②		秋年闘争論議・春闘骨格案論議 シュウネントウソウロンギシュントウコッカクアンロンギ

				12月 ツキ		③		春闘指針確認・秋年闘争経過論議 シュントウシシンカクニンシュウネントウソウケイカロンギ		中央委員会 チュウオウイインカイ		③		②		春闘指針確認・秋年闘争経過論議 シュントウシシンカクニンシュウネントウソウケイカロンギ						②

				１月 ツキ		④		春闘指針補強・秋年闘争の経過確認 シュントウシシンホキョウシュウネントウソウケイカカクニン		賃金人事制度問題交流会・各地連春闘組合学校 チンギンジンジセイドモンダイコウリュウカイカクチレンシュントウクミアイガッコウ								③		春闘指針補強・秋年闘争の経過確認 シュントウシシンホキョウシュウネントウソウケイカカクニン

				２月 ツキ		⑤		春闘経過論議 シュントウケイカロンギ		理事会訪問・いの健交流会・生協パ懇菜の花行動 リジカイホウモンケンコウリュウカイナハナコウドウ		④		③		春闘経過論議・中間決算確認 シュントウケイカロンギチュウカンケッサンカクニン

				３月初旬 ツキショジュン		⑥		春闘経過論議・中間決算確認 シュントウケイカロンギチュウカンケッサンカクニン		商サ連中央行動 ショウレンチュウオウコウドウ

				３月下旬 ツキゲジュン		⑦		回答後のたたかい強化 カイトウゴキョウカ		全国統一行動 ゼンコクトウイツコウドウ		⑤						④		回答後のたたかい強化・春闘集結に向けた論議 カイトウゴキョウカシュントウシュウケツムロンギ		③

				４月 ツキ		⑧		春闘集結に向けた論議 シュントウシュウケツムロンギ		全国統一行動・パート春闘中央行動 ゼンコクトウイツコウドウシュントウチュウオウコウドウ		⑥

				５月 ツキ		⑨		春闘中間総括・夏季闘争指針確認 シュントウチュウカンソウカツカキトウソウシシンカクニン		労働学校・各種交流会・全労連パート交流会 ロウドウガッコウカクシュコウリュウカイゼコウリュウカイ		⑦		④		春闘中間総括・夏季闘争指針確認 シュントウチュウカンソウカツカキトウソウシシンカクニン

				６月 ツキ		⑩		春闘中間総括補強・新年度方針一次案論議 シュントウチュウカンソウカツホキョウシンネンドホウシンイチジアンロンギ		中央委員会 チュウオウイインカイ								⑤		春闘中間総括補強・新年度方針一次案論議 シュントウチュウカンソウカツホキョウシンネンドホウシンイチジアンロンギ		④

				７月 ツキ		⑪		新年度方針案の確認 シンネンドホウシンアンカクニン				⑧		⑤		新年度方針案の確認 シンネンドホウシンアンカクニン

				８月 ツキ						原水禁世界大会・母親大会 ゲンスイキンセカイタイカイハハオヤタイカイ		⑨		⑥		秋年闘争指針の確認・会計など大会議案と運営 シュウネントウソウシシンカクニンカイケイタイカイギアンウンエイ		⑥		秋年闘争指針の確認・会計など大会議案と運営 シュウネントウソウシシンカクニンカイケイタイカイギアンウンエイ		⑤

				９月初旬 ガツショジュン		⑫		秋年闘争指針の確認・会計など大会議案と運営 シュウネントウソウシシンカクニンカイケイタイカイギアンウンエイ

				９月下旬 ガツゲジュン		⑬		大会運営と分担 タイカイウンエイブンタン		定期大会 テイキタイカイ		⑩		⑦		大会運営と分担 タイカイウンエイブンタン						⑥





Sheet3

		

		年度 ネンド		1990		1991		1992		1993		1994		1995		1996		1997		1998		1999		2000		2001

		会費収入 カイヒシュウニュウ		20,517		21,559		22,864		29,307		30,338		31,012		31,266		31,785		31,522		36,069		33,143		31,657
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Sheet1

		

		年度初 ネンドショ		1990		1991		1992		1993		1994		1995		1996		1997		1998		1999		2000		2001

		「正規」 セイキ		24,583		25,857		27,527		28,729		29,834		29,759		29,842		29,690		29,443		28,868		27,830		26,755

		パート		21,072		22,822		26,926		29,436		32,190		37,553		40,262		41,212		41,976		45,082		44,847		42,868

		計 ケイ		45,655		48,679		54,453		58,165		62,024		67,312		70,104		70,902		71,419		73,950		72,677		69,623
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Sheet2

				中央執行委員会・地連代表者会議・パート部会幹事会の会議開催について チュウオウシッコウイインカイチレンダイヒョウシャカイギブカイカンジカイカイギカイサイ

				月 ツキ		現　　　　行 ウツツギョウ								新提案 シンテイアン

						中央執行委員会 チュウオウシッコウイインカイ		主な議題 オモギダイ		主な行動・企画 オモコウドウキカク		パート部会幹事会 ブカイカンジカイ		中央執行委員会 チュウオウシッコウイインカイ		主な議題 オモギダイ		地連代表者会議 チレンダイヒョウシャカイギ		主な議題 オモギダイ		パート部会幹事会 ブカイカンジカイ

				10月 ツキ		①		新役員の分担・年度計画・秋年闘争補強 シンヤクインブンタンネンドケイカクシュウネントウソウホキョウ		各部会総会・商サ連中央行動 カクブカイソウカイショウレンチュウオウコウドウ		①		①		新役員の分担・年度計画・秋年闘争補強 シンヤクインブンタンネンドケイカクシュウネントウソウホキョウ		①		新役員の分担・年度計画・秋年闘争補強 シンヤクインブンタンネンドケイカクシュウネントウソウホキョウ		①

				11月 ツキ		②		秋年闘争論議・春闘骨格案論議 シュウネントウソウロンギシュントウコッカクアンロンギ		生協研・パート月間・パート中央行動 セイキョウケンゲッカンチュウオウコウドウ		②						②		秋年闘争論議・春闘骨格案論議 シュウネントウソウロンギシュントウコッカクアンロンギ

				12月 ツキ		③		春闘指針確認・秋年闘争経過論議 シュントウシシンカクニンシュウネントウソウケイカロンギ		中央委員会 チュウオウイインカイ		③		②		春闘指針確認・秋年闘争経過論議 シュントウシシンカクニンシュウネントウソウケイカロンギ						②

				１月 ツキ		④		春闘指針補強・秋年闘争の経過確認 シュントウシシンホキョウシュウネントウソウケイカカクニン		賃金人事制度問題交流会・各地連春闘組合学校 チンギンジンジセイドモンダイコウリュウカイカクチレンシュントウクミアイガッコウ								③		春闘指針補強・秋年闘争の経過確認 シュントウシシンホキョウシュウネントウソウケイカカクニン

				２月 ツキ		⑤		春闘経過論議 シュントウケイカロンギ		理事会訪問・いの健交流会・生協パ懇菜の花行動 リジカイホウモンケンコウリュウカイナハナコウドウ		④		③		春闘経過論議・中間決算確認 シュントウケイカロンギチュウカンケッサンカクニン

				３月初旬 ツキショジュン		⑥		春闘経過論議・中間決算確認 シュントウケイカロンギチュウカンケッサンカクニン		商サ連中央行動 ショウレンチュウオウコウドウ

				３月下旬 ツキゲジュン		⑦		回答後のたたかい強化 カイトウゴキョウカ		全国統一行動 ゼンコクトウイツコウドウ		⑤						④		回答後のたたかい強化・春闘集結に向けた論議 カイトウゴキョウカシュントウシュウケツムロンギ		③

				４月 ツキ		⑧		春闘集結に向けた論議 シュントウシュウケツムロンギ		全国統一行動・パート春闘中央行動 ゼンコクトウイツコウドウシュントウチュウオウコウドウ		⑥

				５月 ツキ		⑨		春闘中間総括・夏季闘争指針確認 シュントウチュウカンソウカツカキトウソウシシンカクニン		労働学校・各種交流会・全労連パート交流会 ロウドウガッコウカクシュコウリュウカイゼコウリュウカイ		⑦		④		春闘中間総括・夏季闘争指針確認 シュントウチュウカンソウカツカキトウソウシシンカクニン

				６月 ツキ		⑩		春闘中間総括補強・新年度方針一次案論議 シュントウチュウカンソウカツホキョウシンネンドホウシンイチジアンロンギ		中央委員会 チュウオウイインカイ								⑤		春闘中間総括補強・新年度方針一次案論議 シュントウチュウカンソウカツホキョウシンネンドホウシンイチジアンロンギ		④

				７月 ツキ		⑪		新年度方針案の確認 シンネンドホウシンアンカクニン				⑧		⑤		新年度方針案の確認 シンネンドホウシンアンカクニン

				８月 ツキ						原水禁世界大会・母親大会 ゲンスイキンセカイタイカイハハオヤタイカイ		⑨		⑥		秋年闘争指針の確認・会計など大会議案と運営 シュウネントウソウシシンカクニンカイケイタイカイギアンウンエイ		⑥		秋年闘争指針の確認・会計など大会議案と運営 シュウネントウソウシシンカクニンカイケイタイカイギアンウンエイ		⑤

				９月初旬 ガツショジュン		⑫		秋年闘争指針の確認・会計など大会議案と運営 シュウネントウソウシシンカクニンカイケイタイカイギアンウンエイ

				９月下旬 ガツゲジュン		⑬		大会運営と分担 タイカイウンエイブンタン		定期大会 テイキタイカイ		⑩		⑦		大会運営と分担 タイカイウンエイブンタン						⑥





Sheet4

		

						「改革」よる財政削減シュミレーション カイカクザイセイサクゲン

				会議名 カイギメイ		2000年度実績 ネンドジッセキ								「改革」提案 カイカクテイアン								差額 サガク

						定員・回数 テイインカイスウ		交通費 コウツウヒ		宿泊・会場費 シュクハクカイジョウヒ		合計 ゴウケイ		定員・回数 テイインカイスウ		交通費 コウツウヒ		宿泊・会場費 シュクハクカイジョウヒ		合計 ゴウケイ		交通費 コウツウヒ		宿泊・会場費 シュクハクカイジョウヒ		合計 ゴウケイ

				①中央執行委員会 チュウオウシッコウイインカイ		現行28人で年13回 ゲンコウニンネンカイ		9,007,594		5,600,373		14,607,967		33人で年7回 ネンカイ		5,716,358		3,554,083		9,270,441		(3,291,236)		(2,046,290)		(5,337,526)

				②地連代表者会議（仮称） チレンダイヒョウシャカイギカショウ		なし		0		0		0		14人で年6回 ニンネンカイ		1,470,000		1,540,000		3,010,000		1,470,000		1,540,000		3,010,000

				③パート部会幹事会 ブカイカンジカイ		現行17人で年10回 ゲンコウニンネンカイ		5,047,783		2,440,263		7,488,046		17人で年6回 ニンネンカイ		3,028,670		1,464,158		4,492,828		(2,019,113)		-976,105		(2,995,218)

				合　　計 ゴウケイ				14,055,377		8,040,636		22,096,013				10,215,028		6,558,241		16,773,268		(3,840,349)		(1,482,395)		(5,322,745)

																						削減率 サクゲンリツ				24.09%





Sheet5

		

				会議名 カイギメイ		2000年度実績 ネンドジッセキ		「改革」案 カイカクアン

				①中央執行委員会 チュウオウシッコウイインカイ		14,607,967		9,270,441

				②地連代表者会議（仮称） チレンダイヒョウシャカイギカショウ		0		3,010,000

				③パート部会幹事会 ブカイカンジカイ		7,488,046		4,492,828

				合　　計 ゴウケイ		22,096,013		16,773,269
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		年度 ネンド		1990		1991		1992		1993		1994		1995		1996		1997		1998		1999		2000		2001

		会費収入 カイヒシュウニュウ		20,517		21,559		22,864		29,307		30,338		31,012		31,266		31,785		31,522		36,069		33,143		31,657
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		年度初 ネンドショ		1990		1991		1992		1993		1994		1995		1996		1997		1998		1999		2000		2001

		「正規」 セイキ		24,583		25,857		27,527		28,729		29,834		29,759		29,842		29,690		29,443		28,868		27,830		26,755

		パート		21,072		22,822		26,926		29,436		32,190		37,553		40,262		41,212		41,976		45,082		44,847		42,868

		計 ケイ		45,655		48,679		54,453		58,165		62,024		67,312		70,104		70,902		71,419		73,950		72,677		69,623
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